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天理市立丹波市小学校・前栽小学校・山の辺小学校空調設備新設工事

天理市立山の辺小学校

A-25

（安定5品目：がれき類、ｶﾞﾗｽくず及び陶磁器くず、廃プラスチック類、金属くず類、ゴムくず）

目視と計測によるひび割れの調査及び、

打診による浮き調査
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Ⅰ．工事概要

１．工事場所

RC造　3階２．建物概要

３．工事種目

電気設備工事　　　　　１式

機械設備工事　　　　　１式

４．注意事項 ※　本工事は小学校を運営しながらの工事のため、児童・教職員・その他学校関係者への

　　最大限の配慮を行うこと。

※　本工事は、小学校を運営しながらの工事のため、騒音・振動を伴う作業については、

※　本工事に際しては、騒音、振動に留意し、道路通行者の安全確保を行うこと。

　　休み時間及び放課後等を利用し、授業及び学校行事等に支障の出ないよう

　　安全を最優先すること。

※　日曜日・祝日の工事施工も考慮しておくこと。その際はトラブルがないように事前に

※　学校敷地内において車両は最徐行とすること。

　　市監督員と打合せを行い、協議を経た上で、大きな音の出る工事施工は行なわないこと。

２．特記仕様

１．共通仕様

　　　また、＜　＞内表示番号は、標準仕様書　各部配筋参考図の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　準仕様書に規定されている項目以外は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建

　　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（３）特記事項に記載の［　］内表示記号は、改修標準工事共通仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　（　）内表示番号は標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（２）特記事項は、○印の付いたものを適用する。

　　　○印のつかない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　○印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　標準仕様書（建築工事編）平成28年版」（以下「改修標準仕様書」という。）による。　ただし、改修標

　築工事編）平成28年版」（以下「標準仕様書」という。）による。

Ⅱ．建築改修工事仕様

天理市立丹波市小学校・前栽小学校・山の辺小学校空調設備新設工事

天理市立　山の辺小学校　奈良県天理市別所町380番地

２．特記仕様

１．共通仕様

　　　また、＜　＞内表示番号は、標準仕様書　各部配筋参考図の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　準仕様書に規定されている項目以外は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建

　　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（３）特記事項に記載の［　］内表示記号は、改修標準工事共通仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　（　）内表示番号は標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（２）特記事項は、○印の付いたものを適用する。

　　　○印のつかない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　○印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　標準仕様書（建築工事編）平成28年版」（以下「改修標準仕様書」という。）による。　ただし、改修標

　築工事編）平成28年版」（以下「標準仕様書」という。）による。

Ⅱ．建築改修工事仕様

特　　　記　　　事　　　項項　　　目章

・全て　・　

・全て　・　

・全て　・　

・全て　・　

・　　

・全て

作業の種別

・全て

・　　　

技能検定の職種

外壁改修工事（・左官　・ﾀｲﾙ張り　・塗装

防水改修工事（・防水施工　・左官　・建築板金）

耐震改修工事（・鉄筋　・型枠　・とび　　　　）

　　　　　　　・樹脂接着剤注入施工　　　　　）

　　　　　　　・表装　・左官　・建築大工

　　　　　　　・内装仕上げ施工（鋼製下地）

　　　　　　　・タイル張り　　　　　　　　　）

塗装改修工事（・塗装　　　　　　　　　　　　）

建具改修工事（・サッシ施工　・ガラス施工　　）

内装改修工事（・内装仕上げ施工(床、天井仕上げ等)　

10 化学物質の濃度測定

完 成 図

完成時の提出図書11

12

※室内空気中の化学物質については、「学校環境衛生の基準」に基づく濃度以

ホルムアルデヒド：0.08 ppm   エチルベンゼン：0.88 ppm

トルエン：0.07 ppm   キシレン：0.20 ppm

スチレン：0.05 ppm   パラジクロロベンゼン：0.04 ppm

　下にすること。

　環境測定の判定指針値は次による。（室温２５℃に換算すること。）

※施工完了時に室内空気中の濃度測定を行い報告する。

・着工前及び施工完了時に室内空気中の濃度測定を行い報告する。

・完成図（施工図、施工計画書を除く）

・施工図、施工計画書

・保全に関する資料（提出部数　１部　・　　部）・　

・完成図ＣＡＤデータ（ＣＤ－Ｒ等）

・工事写真、各種承諾図、保証書等　

完成図の作成方法、原図のサイズ

　※請負者に於いて設計図に基づき全ての図面を完成図として作成（設計図第

　・改修標準仕様書表1.8.1による

測定対象室

測定箇所数

　※完成図は､原則として黒表紙金文字製本とし､表紙の書き方は現場監督員の指示とする。

　　２原図訂正可）し、糊張製本図面　２部提出する。

技 能 士９

既存部分おける既存家具等の養生

　※ビニルシート等による　・　

　・行う（図示）

仮設間仕切りの種別

種別

・Ｂ種

材質

シート張り

片面への塗装

・行う

・Ａ種

固定された備品、机、ﾛｯｶｰ等の移動

既存ブラインド，カーテン等の養生方法及び保管場所等

・合板張り（厚さ　※9.0　・　　　　）

・せっこうボード張り（厚さ　※9.5　・　　）

　・　カーテンについては現場保管養生

監督職員事務所

　※木製扉、合板張り程度　・　

・設ける

　　位置　・既存建物内の一部を使用する

仕上の程度

　　　　　　　　　　　　　　仕　　　　　様 部　　　位

 　　床 　・合板張り又はビニル床シート張り　　・ 

 内壁・天井 　・合板張り又は石膏ボード張り＋塗装　・ 

 屋　　　根 　・塗装溶融亜鉛メッキ鋼板塗り又は鉄板張り＋塗装

仮設扉の種別

　　　　　　　規模　・10㎡程度　・20㎡程度　・30㎡程度　・　　㎡程度

　　　　　・構内に新設する

３

・Ｃ種

　安 全 帯

備品の種類

 数　  量

備品の種類

 数　  量

備品の種類

 数　  量

備品の種類

 数　  量

　　　　台

　掃 除 具

　　　　個

　書　　棚

　　　　台

　黒　　板

　　　　個

　　　　個

　　　　個 　　　　台　　　人用

　衣類ﾛｯｶｰ 　消 火 器

　懐中電灯

　湯 沸 器

　　　　台

　パソコン 　周辺機器

加入電話機

　掛 時 計

　　　　個

　温 度 計

　　　　個

　　　　個

　保 護 帽

　　　　個

冷暖房機器

工事用水

工事用電力

　　　　　・利用出来る（　・有償　・無償）　・利用出来ない

　　　　　・利用出来る（　・有償　・無償）　・利用出来ない

　雨がっぱ　ゴム長靴

　　　　足

　　　　　台

　　　　着

　机、椅子

　　　　組

５

６

監督職員事務所の

備品等

４

Ｐ０ＤＩ工法、Ｍ３ＤＩ工法、Ｍ４ＤＩ工法の仕上げ塗料塗り

　・有り　　種類（　　　　　　　　　　　　　　）

　使用量（　　　　　　　　　　　　　）

合成高分子系ルー

フィングシート防水

６

シート防水

改質アスファルト５

防水層の種別

　新規防水層の種別防水改修工法の種類 　厚さ(㎜) 　仕上塗料

　・Ｐ0Ｓ工法

　・Ｓ4Ｓ工法

　・Ｓ3Ｓ工法

　・1.2

　・1.5

　・2.0

　・　

　・カラー

　・シルバー

　・　

　・Ｍ4Ｓ工法

　・Ｐ0ＳＩ工法

　・Ｓ4ＳＩ工法

　・Ｓ3ＳＩ工法

　・Ｍ4ＳＩ工法

防水層の種別

　絶縁工法

　屋根露出防水

 ・Ｐ0ＡＳ工法

 ・Ｍ3ＡＳ工法

 ・Ｍ4ＡＳ工法

　密着工法

　屋根露出防水

 ・シルバー

 ・カラー

　仕上塗料　防水層の種別  防水改修工法の種類

　・Ｓ-Ｆ1  ・ＳＩ-Ｆ1

　・Ｓ-Ｆ2  ・ＳＩ-Ｆ2

　・Ｓ-Ｍ1  ・ＳＩ-Ｍ1

　・Ｓ-Ｍ2  ・ＳＩ-Ｍ2

　・Ｓ-Ｆ1  ・ＳＩ-Ｆ1

　・Ｓ-Ｆ2  ・ＳＩ-Ｆ2

　・Ｓ-Ｍ1　・ＳＩ-Ｍ1

　・Ｓ-Ｍ2　・ＳＩ-Ｍ2

　屋根露出防水

　絶縁断熱工法

 ・Ｍ3ＡＳＩ工法

 ・Ｍ4ＡＳＩ工法

 ・Ｐ0ＡＳＩ工法

改質アスファルトシート（JIS A 6013)

　種類　※改修標準仕様書3.4.2(a)による　　・　　

　厚さ（mm）　・　

　厚さ（mm）　・　

防湿層(屋根露出防水絶縁断熱工法)　　・設置する

　・ＡＳ－Ｔ1

　・ＡＳ－Ｔ2

　・ＡＳ－Ｊ3

　・ＡＳ－Ｔ3

　・ＡＳ－Ｔ4

　・ＡＳＩ－Ｔ1

　・ＡＳＩ－Ｔ2

　・Ｓ-Ｍ3

断熱材（屋根露出防水絶縁断熱工法）

　・ＡＳ－Ｊ4

材質

※A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板2種1号又は2号で透湿係数を除く規格に適合するもの

１
　
改 

修 

工 

事 

一 

般 

事 

項

・県土マネジメント部建築工事監督及び検査必携　　奈良県県土マネジメント部

・建築及び設備工事監督･検査事務処理様式集　　　 奈良県県土マネジメント部

・建築物解体工事共通仕様書　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(平成24年版)

・現場において再利用を図るもの

　・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　）

　　処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再生資源化を図るもの（県内処理）

・再生資源化を図るもの

　・金属類　　・硬質塩化ビニル管類　　・蛍光ランプ類　　・小型二次電池

・県内処分場にて処理する。（安定５品目）　　半径（　　　）km.以内

※適用する

（建設副産物対策近畿地方連絡協議会）

　を提出する。

※産業廃棄物の処理

　　関係法令に従い構外排出適切処理とし、産業廃棄物管理票（マニフェスト）

　　なお、県内の最終処分場に搬入することとなる場合は、奈良県産業廃棄物税

　相当額を支払うこと。

※再生資源利用［促進］計画(実施)書を提出する。

発生材の処理等３

工事実績情報の登録

適 用 基 準 等

２

・建築工事標準詳細図　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(平成22年度版)

・建築改修工事監理指針上･下　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(平成28年版)

・建築工事監理指針上･下　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(平成28年版)

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　）

　・図示　・　

房官庁庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価

　なお、「評価名簿による」と特記されたものについては、国土交通省大臣官

図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。但し、同等のものとす

　本工事に使用する材料等のうち、特定のものが特記された場合には、設計

名簿（最新版）」による。

※ホルムアルデヒド放散等級Ｆ☆☆☆☆の規格に適合するものを使用する。

※ＶＯＣ発生量の少ないものを使用する。

※アセトアルデヒド及びスチレンが発散しないか、発散が少ないものを使用する。

※トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ないものを使用する。

　改修標準仕様書、標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、材料

製造所の指定する工法とする。

※適用する

※現場説明書による　　・　　

る場合は、監督員の承諾を受ける。

　調査方法　・図示　・　

施工数量調査

電気保安技術者

建 築 材 料 等６

施 工 条 件５

４

特別な材料の工法７

施 工 調 査８

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

　調査範囲　・図示　(既存隠ぺい配管等の確認）　

　また、「廃棄物処理及び清掃に関する法律」等の規定に基づき適正に処理し、市監

督員の指示する報告書・マニフェスト（Ｄ、Ｅ票の写し）等を提出するとともに関係法令

等を遵守すること。

13 工事写真・完成写真

　区分 　　分類・規格 　　撮影枚数 　部数 原版の大きさ(㎜)

・24×36以上

　　　同上 　　　同上

・０  ・６  ・９ 　　　同上

・カラーキャビネ判 ・100×125以上

・カラースライド ・０  ・10  ・20 ・24×36以上

・カラーパネル半切 ・０  ・１  ・２ ・100×125以上

・ﾓﾉｸﾛｰﾑキャビネ判 ・１ 　　　同上

　　　（ただし、上記写真は、アルバム製本とする。）

・カラーサービス判

 　　同上

 監督員指示による

・作業基準による ・作成基準による※着工前

※工事中

※完成時

・完成写真として、全紙パネルを　　部提出する。

・完成写真撮影業者（完成写真撮影場所は監督員の指示による）

※工事写真　奈良県県土マネジメント部監修　工事写真の撮影マニュアルによる。

　・監督員の承諾する撮影業者。

よる安全データシート(SDS)等により確認を行い、アスベスト含有建材を使用しない。

設備工事との取合い14 施工範囲

　・図示した貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

　・駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

　・自動閉鎖装置取付の箇所の切り込み及び補強

　・図示した壁、天井仕上材、下地材の切り込み及び下地材の補強

施工図

　設備機器の位置､取り合い等が検討できる施工図を提出して監督員の承諾を受ける。

ｂ.接着剤等不使用

ｃ.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

ｄ.ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｅ.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

ｆ.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ホルムアルデヒドの放散量が「規制対象外」に該当する材料とは以下のものとする。

ａ.非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ホルムアルデヒドの放散量が「第三種」に該当する材料とは以下のものとする。

 １）JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

 ３）下記表示のあるJAS規格品

 １）JIS及びJASのF☆☆☆規格品

 ３）旧JISのEo規格品

アスベスト含有建材

 ４）旧JASのFco規格品

　本工事に使用する材料については、標準仕様書1.3.11(b)に準じて、JIS Z 7253に

 ２）建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

 ２）建築基準法施行第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

設 計 Ｇ Ｌ

環境への配慮

15

16

・図示　・　

２
　
仮 

設 

工 

事
据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり

中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業

により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、

（厚生労働省　平成21年4月）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」

※足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」について」

外部足場

　　　　　　　　　　　　・朝顔養生　・　

防護シートによる養生　　・養生シート（防炎1類）　・防音シート

材料、撤去材等の運搬方法

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

１ 足場その他 内部足場

　※きゃたつ、足場板等　・枠組棚足場　※移動式足場　

　種類　※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種　

既存部分の養生２ 養生方法

降雨等に対する養生

方法（とい共）

改修用ドレン

脱気装置

アスファルト防水

・　

※改修標準仕様書3.1.3(e)による

新規防水層の種別

 ・Ｅ－１　 ※Ｅ－2

 厚さ(mm)

 ・ＢＩ－1 ※ＢＩ－2　

 ・ＡＩ－1 ※ＡＩ－2

 ・Ａ－1　 ※Ａ－2

 ・Ｃ－１  ※Ｃ－2

 ・Ｄ－１  ※Ｄ－2

 ・ＤＩ－1 ※ＤＩ－2

 ・Ｂ－1　 ※Ｂ－2

　Ｐ０Ｘ工法の場合)

・　

　Ｓ３Ｓ，Ｓ３ＳＩ，Ｍ４Ｓ，Ｍ４ＳＩ，Ｐ０Ｘ，Ｌ４Ｘ工法の場合)

・設ける(Ｐ０ＡＳ，Ｐ０ＡＳＩ，Ｐ０Ｄ，Ｐ０ＤＩ，Ｐ０Ｓ，Ｐ０ＳＩ，

・設ける（Ｍ３Ｄ，Ｐ０Ｄ，Ｐ０ＤＩ，Ｍ３ＤＩ，Ｍ４ＤＩ，Ｍ３ＡＳ，Ｐ０ＡＳ，

Ｍ３ＡＳＩ，Ｍ４ＡＳＩ，Ｐ０ＡＳＩ，Ｐ０Ｓ，Ｐ０ＳＩ，Ｓ４Ｓ，Ｓ４ＳＩ，

　　種類及び設置数量　※ルーフィング類製造所の指定するもの

 ・Ｐ1Ｅ工法　　・Ｐ2Ｅ工法 屋内防水

 絶縁断熱工法

 屋根露出防水

 屋根露出防水

 屋根保護防水

 ・Ｐ0ＤＩ工法　・Ｍ3ＤＩ工法

 ・Ｍ3Ｄ工法　　・Ｐ0Ｄ工法

 ・Ｍ4Ｃ工法

 ・Ｐ2Ａ工法

 ・Ｐ2ＡＩ工法

 ・Ｐ1ＢＩ工法　・Ｔ1ＢＩ工法

 ・Ｐ1Ｂ工法

　防水改修工法の種類

 ・Ｍ4ＤＩ工法

 粘着層付改質アスファルト

 ルーフィング

 改質アスファルト

 ・　

 ※露出単層防水用Ｒ種

 種別

 ※非露出複層防水層Ｒ種

　厚さ（㎜）　・　

　　　　・　

断熱材（屋根保護防水断熱工法）

　※アルミニウム製、Ｌ－30×15×2.0程度　・　

押さえ金物の材質、形状寸法

 ルーフィングシート  ・　

断熱材（屋根露出防水断熱工法）

　材質　※JIS A 9511のA種押出法ポリスチレンフォーム保温材の保温板3種b（ｽｷﾝあり）

粘着層付改質アスファルトルーフィング及び改質アスファルトルーフィングシートの種別及び厚さ

１

２

３

４

３
　
防 

水 

改 

修 

工 

事

絶縁シートに使用する材料

保護コンクリート

　設計基準強度（Ｎ/㎜ 2

　材質　　・　

　厚さ（㎜）　・　

　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上

　厚さ　※改修標準仕様書3.3.5(d)(2)による

　・フラットヤーンクロス（70ｇ/㎡程度）

（屋根保護防水密着工法及び屋根保護防水絶縁工法の場合）

（屋根保護防水密着断熱工法及び屋根保護防水絶縁断熱工法の場合）

）　※18　・　

　・コンクリート押え

　・モルタル押え（屋内等）

　・乾式保護材

立上がり部の保護の方法

　スランプ（㎝）　 　　※15又は18　・　

　・れんが押え（れんがの種類　※JIS R 1250　　・　　　　　　　　）

　 ・　　

　・設ける

　・除去する

既存下地の補修箇所

Ｐ１Ｅ工法、Ｐ２Ｅ工法の保護層

既存露出防水層表面の仕上げ塗装(Ｍ４ＡＳ,Ｍ４ＡＳＩ,Ｍ４Ｃ,Ｍ４ＤＩ工法の場合)

塗膜防水７

防水改修工法の種類

既存塗膜防水層表面の仕上げ塗装（Ｌ４Ｘ工法の場合）

　・除去する

　・Ｐ０Ｘ工法

　・Ｌ４Ｘ工法

　・Ｐ１Ｙ工法

　・Ｐ２Ｙ工法

新規防水層の種別

※Ｙ－２　　　・　

　・　

断熱材（ＳＩ工法）

　種類　・　

絶縁用シートの材質

　厚さ　・　

一般部のルーフィングシートの張付け

　　・適用する

※Ｘ－１　　　・Ｘ－２

・Ｘ－１　　　※Ｘ－２　

　※発泡ポリエチレンシート　　・ルーフィングシート製造所仕様による

防水層を非撤去とした立ち上がり部等の補修、措置

Ｐ0Ｓ工法及びＰ0ＳＩ工法(機械的固定工法)の既存保護防水層を撤去し、

　機械的固定工法 （建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法）

　※改修標準仕様書3.2.6(d)(3)(ⅶ)とする

シーリング８ シーリング改修工法の種類

　・シーリング充填工法

　・シーリング再充填工法

　・拡幅シーリング再充填工法

　・ブリッジ工法

シーリング材の種類、施工箇所

　※被接着体に応じたものとし、改修標準仕様書表3.7.1を標準とする

ブリッジ工法

シーリング材の目地寸法

　箇所

 その他の場合

 ガラス回りの目地

　ボンドブレーカー張り　　・適用する

　エッジング材張り　　・適用する

接着性試験

　※簡易接着性試験

　・引張接着性試験（部位　　　　　　　）

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打継ぎ目地､ひび割れ誘発目地 　※20以上　・　

　※ 5以上　・　

　※10以上　・　

　幅(㎜) 　深さ(㎜)

　※10以上　・　

　※ 5以上　・　

　※10以上　・　

　・種類（　MS-2　）　　施工箇所(新設アルミパネル部分）

鋼管製といの防露

縦どいの受け金物の取付け

　※行う（施工箇所　※改修標準仕様書表3.8.4による　・　　　　　　　）

９ とい といその他の材種等　　・図示（図面番号　A-  　）

建築付帯工事　　　　　１式
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A-26

　　　　エポキシ樹脂の注入量（ｍｌ／ｍ）　・　20ml～40ml/m

0.5㎜以下　低粘度 0.5㎜以上　中粘度・　樹脂粘度　

[3.8.3]

[3.9.2][表3.9.1]

[3.9.2][表5.2.2]

[3.9.3]

[3.9.3]

[3.9.3]

[4.1.4]

[4.2.2]

[4.3.4]

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.3.5]

[4.1.4]

[4.2.2]

[4.1.4]

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.3.4][4.4.5]

[4.3.5][4.4.6]

[4.2.2]

[4.1.4][4.4.8]

[4.2.2]

[4.2.2][4.4.9]

[4.1.4]

[4.4.10]

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.4.11]

[4.4.12]

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.4.13]

[4.4.13]

[表4.4.4][4.4.14]

[4.4.10～4.4.12]

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.4.14]

[4.2.2]

[4.4.14][表4.4.4][4.4.15]

[4.2.2][4.4.9]

[4.4.11][表4.4.3]

[4.4.10][4.4.11]

[4.4.11][表4.4.3][4.4.12]

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.1.4][4.5.2]

[4.3.4][4.5.5]

[4.3.4][4.5.5]

[4.5.8]

[3.7.3]

[4.1.4]

[4.2.2]

[4.5.8][表4.5.4][表4.5.5]

[4.4.10][4.5.9]

[4.4.10][4.5.9]

[4.5.8]

[3.7.3]

[4.1.4]

[4.2.2]

[4.5.8][表4.5.4][表4.5.5]

[4.2.2]

[4.5.2]

[4.2.2]

[4.3.5]

[4.3.4][4.5.5]

[4.3.5][4.5.2][4.5.6]

[4.2.2]

[4.1.4][4.5.2]

[4.3.4][4.5.2][4.5.5]

[4.4.11][表4.4.3][4.5.10]

[4.4.10][4.4.11][4.5.10]

[4.4.11][4.5.10]

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.5.15]

[4.2.2]

[3.7.3]

[4.5.8]

[4.4.11][表4.4.3]

[4.4.12][4.5.11]

[4.4.10～12][4.5.2]

[4.4.12][4.5.11]

[4.4.13][4.5.12]

[4.4.13][4.5.12]

[4.4.14][表4.4.4][4.5.13]

[4.4.14][4.5.13]

[4.4.14][表4.4.4]

[4.4.15][4.5.14]

[4.4.15][4.5.14]

[4.4.13][4.5.15]

[4.5.8][表4.5.4][表4.5.5]

[4.2.2]

[4.1.4]

[4.5.16]

[4.2.2]

特　　　記　　　事　　　項　項　　目章

ルーフドレンの取付け

（モルタルの調合は、容積比でセメント１：砂３）

　※水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタル充填

10 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 　・　アスファルトルーフィング940

部材の種類

　・押出し250形

　・押出し300形

　・押出し350形

　・板材折曲げ形（本体幅(㎜)　　　　　　板厚(㎜)　※2.0　・　　　）

既存笠木等の撤去及び新規アルミニウム製笠木の下地補修の工法

笠木の取付方法（板折り曲げ形の場合）

笠木の固定金具（建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応したもの）

　間隔　・　

　固定方式等　・　

表面処理

　・　　　

アルミニウム製笠木10

・Ｕカットシール材充填工法

　　　　種別　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系

　　　　　　　・　

　・シーリング用材料

・シール工法

　・パテ状エポキシ樹脂

工法

　　　　　・行う

　・ポリマーセメントモルタル

　・可とう性エポキシ樹脂

　　シーリング材のうえポリマーセメントモルタルの充填

　・可とう性エポキシ樹脂

　　　　注入口間隔（㎜）　・　

注入工法の種類

　　　　・低粘度形　・中粘度形

　　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

※樹脂注入工法

　　・手動式エポキシ樹脂注入工法

　　・機械式エポキシ樹脂注入工法

コア抜取り検査

　　　　注入口間隔（㎜）　・　

　・行う　　抜取り個数　※500mごと及びその端数につき1個

　　　　注入間隔（㎜）　※200～300

　　　　エポキシ樹脂の注入量（ｍｌ／箇所）　・　

　　　　　抜取り部の補修方法（　　　　　　　　　　）

・　

・　

（ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ）

１－１

ひび割れ部改修工法 　　　　　材料　建築補修用注入エポキシ樹脂

材料

材料

４
　
　
外 

壁 

改 

修 

工 

事

※充填工法

　・エポキシ樹脂モルタル

　・ポリマーセメントモルタル

欠損部改修方法

１－２

材料

　　　　　・行う

・Ｕカットシール材充填工法

材料

　・シーリング用材料

　　　　　　　・　

　・可とう性エポキシ樹脂

　　　　種別　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系

　　　　・低粘度形　・中粘度形

注入工法の種類

　　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　　・手動式エポキシ樹脂注入工法

　　・機械式エポキシ樹脂注入工法

コア抜取り検査

　　　　注入口間隔（㎜）　・　

　　　　注入口間隔（㎜）　・　

　・行う　　抜取り個数　※500mごと及びその端数につき1個

　　　　　　　　　　　　・　

　・ポリマーセメントモルタル

工法

　　シーリング用材料のうえへのポリマーセメントモルタルの充填

　　　　　抜取り部の補修方法（　　　　　　　　　　）

・　

ひび割れ部改修工法

２－１

（モルタル塗り仕上げ）

　　　　注入間隔（㎜）　※200～300

※ 樹脂注入工法

　　　　　材料　建築補修用注入エポキシ樹脂

・エポキシ樹脂モルタル

・充填工法（欠損部面積＝0.25㎡／箇所　程度以下の場合）

欠損部改修工法

２－２

材料

・シール工法

　・パテ状エポキシ樹脂

　・可とう性エポキシ樹脂

材料

・ポリマーセメントモルタル

・モルタル塗替え工法

材料

　　既製目地材

　　　・適用する（形状　　　　　　　　　）

　下地処理（仕上げ厚または全塗厚が25mmを超える場合）

・アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

アンカーピン

　　　　　・　

　　　　　・　

アンカーピン固定用エポキシ樹脂

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの

アンカーピン

　　　　　・　

　　浮き部に対する本数（本／㎡）

　　　　　※一般部分１６、指定部分２５

　　　　　・　

アンカーピン固定用エポキシ樹脂

・アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの

　　浮き部に対する本数及び注入口の数

・アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

アンカーピン

　　　　　・　

　　　　　・　

アンカーピン固定用エポキシ樹脂

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの

　　浮き部に対する本数及び注入口の数

ポリマーセメントスラリー

　　浮き部に対する本数及び注入口の数

・注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

注入口付アンカーピン

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6㎜

　　　　　・　

　　浮き部に対する本数（本／㎡）

　　　　　※一般部分９、指定本数１６

　　　　　・　

注入用エポキシ樹脂

・注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6㎜

　　　　　・　

　　　　　・　

注入口付アンカーピン

注入用エポキシ樹脂

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6㎜

　　　　　・　

　　　　　・　

注入口付アンカーピン

・注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　　浮き部に対する本数及び注入口の数

・充填工法（欠損部面積＝0.25㎡／箇所　程度以下の場合）

材料

　・エポキシ樹脂モルタル

　・ポリマーセメントモルタル

・モルタル塗替え工法

材料

　既製目地材

　　　　　・適用する（形状　　　　　　　　　　　）

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.3による

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.3による

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.4による

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.4による

注入用エポキシ樹脂

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　注入量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　注入量（ｍｌ／箇所）　※５０　・　

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　注入量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

２－３

浮き部改修工法

タイルの種類

役物
 施工箇所  形状･寸法(㎜)  用途

あり施釉

上薬
 品質の程度

耐凍
害性
あり特注

色
源化
ﾀｲﾙ

再資

(タイルを撤去する場合)

陶磁器質タイル

３－１

（タイル張り仕上げ）

見本焼き　・行う

試験張り　・行う

　品質の程度は、参考商品名である。

樹脂注入工法

　　　　エポキシ樹脂の注入量（ml／箇所）　・　

注入工法の種類

　　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　　　　材料　建築補修用注入エポキシ樹脂

　　　　・低粘度形　・中粘度形（タイル非撤去の場合）

３－２

ひび割れ部改修工法

　　　　注入間隔（㎜）　※200～300

　　・手動式エポキシ樹脂注入工法

　　・機械式エポキシ樹脂注入工法

コア抜取り検査

　　　　注入口間隔（㎜）　・　

　　　　注入口間隔（㎜）　・　

　・行う　　抜取り個数　※500mごと及びその端数につき1個

　　　　　抜取り部の補修方法（　　　　　　　　　　）

アンカーピン

　　　　　・　

　　浮き部に対する本数（本／㎡）

　　　　　※一般部分１６、指定部分２５

　　　　　・　

アンカーピン固定用エポキシ樹脂

・アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　・密着張り

　　　　　　適用タイル形状

外装タイル

　目地寸法

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

　位　　置　※改修標準仕様書表4.5.1による　・図示

ユニットタイル

タイル張りの工法

　　　工　　法

　箇所

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打継目地､ひび割れ誘発目地

 その他の場合

 ガラス回りの目地

３－５

浮き部分改修工法

（タイル非撤去の場合）

　・改良積上げ張り
　小口以上

　二丁掛け以下
　・改良圧着張り

　・モザイクタイル張り

　25㎜角を超え

　小口未満

　小口未満

　・マスク張り

　・外装壁タイル接着剤張り

　・外装壁タイル接着剤張り

　・外装壁タイル接着剤張り

　※10以上　・　

　幅(㎜)

※20以上　・　

※ 5以上　・　

※10以上　・　

　深さ(㎜)

※10以上　・　

　※ 5以上　・　

・タイル部分張替え工法

材料

　目地寸法

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

　位　　置　※改修標準仕様書表4.5.1による　・図示

　・改良積上げ張り

　・密着張り

　　　　　　適用タイル形状

　小口以上

　二丁掛け以下
　・改良圧着張り

外装タイル

　・マスク張り

　・モザイクタイル張り

ユニットタイル

　25㎜角を超え

　小口未満

　小口未満

タイル張りの工法

　接着材　・ポリマーセメントモルタル

　・外装壁タイル接着剤張り

　・外装壁タイル接着剤張り

　・外装壁タイル接着剤張り

　※10以上　・　

　箇所

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打継目地､ひび割れ誘発目地

 その他の場合

　幅(㎜)

 ガラス回りの目地

※20以上　・　

※ 5以上　・　

※10以上　・　

　深さ(㎜)

※10以上　・　

　※ 5以上　・　

　　　　　・一液反応硬化系変成シリコーン樹脂系

　　　　　・ウレタン樹脂系

　　　工　　法

・タイル張替え工法

欠損部改修工法

３－４

　　・手動式エポキシ樹脂注入工法

　　　　注入孔間隔（㎜）　・　

　　・機械式エポキシ樹脂注入工法

コア抜取り検査

材料

　・シーリング用材

　　　種別　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系

　　　　　　・　

　・可とう性エポキシ樹脂

　・Ｕカットシール材充填工法

　・行う　　抜取り個数　※500mごと及びその端数につき1個

　　　　注入間隔（㎜）　・　

　・ポリマーセメントモルタル

工法

　シーリング用材料のうえへのポリマーセメントモルタルの充填

　　　　・行う

タイル張り撤去部補修

　・タイル部分張替え工法

材料

　接着材　・ポリマーセメントモルタル

　　　　　抜取り部の補修方法（　　　　　　　　　　）

・　

　　　　　・一液反応硬化系変成シリコーン樹脂系

　　　　　・ウレタン樹脂系

　・タイル張替え工法

注入工法の種類

　　※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　　　　材料　建築補修用注入エポキシ樹脂

　　　　・低粘度形　・中粘度形

　・樹脂注入工法

　　　　注入間隔（㎜）　※200～300

　　　　エポキシ樹脂の注入量（ｍｌ／箇所）　・　

ひび割れ部改修

ひび割れ部改修工法

（タイル撤去の場合）

３－３

・アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

アンカーピン

　　　　　・　

　　　　　・　

アンカーピン固定用エポキシ樹脂

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの

　　浮き部に対する本数及び注入口の数

注入用エポキシ樹脂

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.3による

　　注入量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

・アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

アンカーピン

　　　　　・　

　　　　　・　

アンカーピン固定用エポキシ樹脂

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工したもの

　　浮き部に対する本数及び注入口の数

ポリマーセメントスラリー

注入用エポキシ樹脂

・注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

注入口付アンカーピン

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6㎜

　　　　　・　

　　浮き部に対する本数（本／㎡）

　　　　　※一般部分９、指定本数１６

　　　　　・　

・注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6㎜

　　　　　・　

　　　　　・　

注入口付アンカーピン

　　浮き部に対する本数及び注入口の数

注入用エポキシ樹脂

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6㎜

　　　　　・　

　　　　　・　

注入口付アンカーピン

・注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　　浮き部に対する本数及び注入口の数

ポリマーセメントスラリー

・注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法

注入口付アンカーピン

　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径6㎜

　　　　　・　

　　浮き部に対する本数（本／㎡）

　　　　　・　

注入用エポキシ樹脂

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.3による

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.4による

　　　　　※改修標準仕様書表4.4.4による

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　注入量（ｍｌ／箇所）　※５０　・　

　　注入量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

　　注入量（ｍｌ／箇所）　※５０　・　

　　充填量（ｍｌ／箇所）　※２５　・　

・タイル張替え工法

タイル張りの工法

　目地寸法

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

　位　　置　※改修標準仕様書表4.5.1による　・図示

　・改良積上げ張り

　・密着張り

　　　　　　適用タイル形状

　小口以上

　二丁掛け以下
　・改良圧着張り

外装タイル

　・マスク張り

　・モザイクタイル張り

ユニットタイル

　25㎜角を超え

　小口未満

　小口未満

・タイル部分張替え工法

材料

　・外装壁タイル接着剤張り

　・外装壁タイル接着剤張り

　・外装壁タイル接着剤張り

　接着材　・ポリマーセメントモルタル

　※10以上　・　

　幅(㎜)

※20以上　・　

※ 5以上　・　

※10以上　・　

　深さ(㎜)

※10以上　・　

　※ 5以上　・　 ガラス回りの目地

 その他の場合

 ｺﾝｸﾘｰﾄ打継目地､ひび割れ誘発目地

　箇所

　　　　　・ウレタン樹脂系

　　　　　・一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　　　工　　法

３－６

浮き部分改修工法

（タイル撤去の場合）

・目地ひび割れ部改修工法

材料

　シーリング用材料

目地改修工法

３－７

　　　種類　※改修標準仕様書表3.7.1による　　・　

目地寸法

　箇　　所

幅　（㎜）

　ｺﾝｸﾘｰﾄ打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地 　　　左記以外

・伸縮調整目地改修工法

伸縮調整目地の位置　・図示　・　

深さ（㎜）

材料 　シーリング用材料

　　　種類　※改修標準仕様書表3.7.1による　　・　
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　項　　目 特　　　記　　　事　　　項章

建具見本の製作　　・行う（建具番号　　　　　　　）

特殊な建具の仮組　・行う（建具番号　　　　　　　）

見本の製作等３

２ 防火戸 ・防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸をヒューズ装置、熱感知器又は

　煙感知器と連動させる

・かぶせ工法　・撤去工法改修工法

・新規に金属製建具を設置する

　　壁開口の開け方　　（　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　補修範囲　※図示

　　建具周囲の補修工法（　　　　　　　　　　　　）

１５
　
建
具
改
修

工
事

マスチック塗材塗り５ 種別　・Ａ種　・Ｂ種

４
　
　
外 

壁 

改 

修 

工 

事

　増塗材

・吹付け・着色骨材

備考

新規仕上げ塗材

　種類、仕上げの形状、工法

４

・薄付け仕上塗材

　　　呼び名 仕上げの形状 工法種類

・砂壁状

・ゆず肌状

・さざ波状

・ゆず肌状

吹付け

ﾛｰﾗｰ

・砂壁状

・ゆず肌状

・さざ波状

・ゆず肌状

吹付け

ﾛｰﾗｰ

・外装薄塗材Ｓｉ

　外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形

・外装薄塗材Ｅ

・砂壁状

・ゆず肌状

吹付け

・ゆず肌状

・さざ波状

・平たん状

ﾛｰﾗｰ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・ゆず肌状 ﾛｰﾗｰ

吹付け

・外装薄塗材Ｓ 吹付け

・厚付け仕上塗材・外装厚塗材Ｃ 吹付け

・防水形外装薄塗材Ｅ

・さざ波状

・砂壁状

・砂壁状

・ゆず肌状

吹付け

・ゆず肌状

・さざ波状

・平たん状

ﾛｰﾗｰ

・吹放し

・凸部処理

こて

・吹放し

・凸部処理・外装厚塗材Ｅ

・外装厚塗材Ｓｉ

・ひき起し

・複層塗材ＣＥ ﾛｰﾗｰ・複層仕上塗材 ・ゆず肌状

・凸部処理

・ひき起し

ﾛｰﾗｰ

吹付け

・ゆず肌状

・凸部処理

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

塗り仕上げ

　上塗材

　　・適用する

　　・適用する

・ﾛｰﾗｰ

・こて

・凹凸状

・凹凸状

・凹凸状

・凹凸状

・凹凸状

・凹凸模様

・凹凸模様

　上塗材

　　・適用する

ﾛｰﾗｰ・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ 吹付け

・ゆず肌状

・凸部処理

・防水形複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＲＥ

・可とう形改修用

　仕上塗材

・可とう形改修塗材Ｅ

・可とう形改修塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材ＣＥ

・平たん状

・さざ波

・ゆず肌状

ﾛｰﾗｰ

ﾛｰﾗｰ

吹付け

・凹凸模様

　　・適用する

　増塗材

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法

・高圧水洗工法

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

※既存仕上面全体　・　

※既存仕上面全体　・　

※既存仕上面全体　・　

・　

処　理　範　囲 下地ひび割れ部等の補修

・行う

・行う

・行う

・行う

　工　法

　　　　　・ポリマーセメントモルタルを使用

　　　　　・防水形仕上塗材主材を使用

下地調整　※下地調整塗材を使用

・サンダー工法

※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

　・耐候性１種　　・耐候性２種　　※耐候性３種

複層仕上塗材の耐候性

　※水性アクリルのつやあり　　・　

複層仕上塗材の上塗材

　砂壁状

防火材料

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

こて

・こて

こて

・平たん状

・掻き落とし

・平たん状

吹付け

吹付け

・可とう形複層塗材ＣＥ

表面処理

施工箇所

外部に面する建具

屋内の建具

　種　別 　着　色

　・標準色　・特注色

　・標準色　・特注色　

性能等級

耐風圧性

気 密 性

水 密 性

・Ｂ種 ・Ｃ種

※Ｓ－５　・　 ※Ｓ－６　・　

※Ａ－３　・　　

※Ｗ－４　・　　

※70　　・100 ※100　・　

※Ｗ－５　・　

※Ａ－４　・　

枠見込み寸法(㎜)

※Ｓ－４　・　　

アルミニウム製建具

・Ａ種

アルミニウム製建具の性能等級等５

侵入防止対策 ・防犯建物部品を使用する。４

防音ドアセット、防音サッシ

　・適用する　遮音性の等級（　　　　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

　・適用する　断熱性の等級（　　　　　　）

　・適用する　面内変形追随性の等級（　　　　　　　　　）

ステンレス鋼板（JIS G 4305)

　※SUS304、SUS430J1L、SUS430、SUS443J1

・防虫網

　※合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス(SUS316)製

　線径（㎜）　　　　※0.25以上　・　

　網目（メッシュ）　※16～18　　・　

性能等級

耐風圧性

気 密 性

水 密 性

・Ｂ種 ・Ｃ種

※Ｓ－５　・　 ※Ｓ－６　・　

枠見込み寸法(㎜)

※Ｓ－４　・　　

・Ａ種

※Ａ－４　・　　

※Ｗ－４　・　　 ※Ｗ－５　・　

防音ドアセット、防音サッシ

　※複層ガラス　・単層ガラス　・三重ガラス

ガラス

断熱ドアセット、断熱サッシ

水切り板、ぜん板等

　・標準色　・特注色

表面色

　・適用する(建具番号　　　　　)　種別（　　　　）遮音性の等級(　　　　)　

　・適用する(建具番号　　　　　)　種別（　　　　）断熱性の等級(　　　　)

外部に面する樹脂製建具の性能等級等６ 樹脂製建具

鋼製軽量建具

ステンレス製建具 簡易気密型ドアセット　　・適用する

　・適用する　面内変形追随性の等級（　　　　　　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

　・適用する　遮音性の等級（　　　　　　）

　・適用する　断熱性の等級（　　　　　　）

表面仕上げ　　※ＨＬ仕上げ　・　

曲げ加工　　※普通曲げ　・角出し曲げ

鋼製建具７

８

９

　･ 適用する(建具番号　　　)

カラー鋼板

　・適用する(建具番号　　　　　　)

ビニル被覆鋼板

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

　・適用する

防音ドアセット、防音サッシ

簡易気密型ドアセット

召合わせ、縦小口包み板等の材質

　※鋼板　・ステンレス鋼板　・アルミニウム合金の押出形材

鋼板類の厚さ

ステンレス鋼板(JIS G 4305)

　　による。（図面番号　　　　）

　※改修標準仕様書表5.5.1による。ただし、片開き、親子開き及び両開き戸の

　※SUS304、SUS430J1L、SUS430、SUS443J1

簡易気密型ドアセット

　・適用する

　・S-4　・S-5　・S-6

防音ドアセット、防音サッシ

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

鋼板めっきの付着量

鋼板類の厚さ

　・適用する(建具番号　　　　　　)　遮音性の等級(　　　　　　)

　・適用する(建具番号　　　　　　)　断熱性の等級(　　　　　　)

　・適用する(建具番号　　　　　　)　遮音性の等級(　　　　　)

　・適用する(建具番号　　　　　　)　断熱性の等級(　　　　　　)

　・適用する(建具番号　　　　　　)　面内変形追随性の等級(　　　　　　　　)

ステンレス鋼板（JIS G 4305)

　・　

　※SUS304、SUS430J1L、SUS430、SUS443J1

外部に面する耐風圧性の等級　・S-4　　・S-5　　・S-6

外部に面する鋼製建具の耐風圧性の等級

　　による。（図面番号　　　　）

　※改修標準仕様書表5.4.2による。

　　1枚の戸の有効開口幅が950㎜又は有効高さが2,400㎜を超える場合は、図示

　・適用する(建具番号　　　　　　)　面内変形追随性の等級(　　　　　　)

　　1枚の戸の有効開口幅が950㎜又は有効高さが2,400㎜を超える場合は、図示

ただし、片開き、親子開き及び両開き戸の

　※Z12又はF12を満足するもの (JIS G 3302)　 ・Y08を満足するもの （ JIS G 3317）　

建具用金物 見掛り部等の材質

金物の適用　　※適用する　図示（図面番号　　　　）

マスターキー

　※改修標準仕様書表5.7.1による　　・　

10

※鍵は、3本１組とし、室名札を付け、一括して鍵箱に収納して引き渡す。

　鍵箱は、鍵の個数に相応した鋼製既製品とする。

・　

　・製作する　・在来マスターキーに合わせる　　・制作しない

機構

スライディングドア用自動ドア開閉装置の性能値

スイングドア用自動ドア開閉装置の性能値

自動ドア開閉装置

　※改修標準仕様書表5.8.1による　・　

　※改修標準仕様書表5.8.2による　・　

11

　センサーの種類

　寒冷地における凍結防止措置　　・行う

　　・マットスイッチ　・光線(反射)スイッチ　・熱線スイッチ

　　・音波スイッチ　・光電スイッチ　・電波スイッチ　・タッチスイッチ

　　・押しボタンスイッチ　・ペダルスイッチ　・多機能便所スイッチ

シャッターケース（防火、防炎以外のもの）　　・設ける

重量シャッター シャッターの種類

　・一般重量シャッター（耐風圧強度　　　　　　　　　）　

　・屋内用防火シャッター

開閉機能による種類

　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

自閉式上吊り12

13

　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

スラット及びシャッターケース用鋼板

　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

ガイドレール等のステンレス鋼板

　※SUS304、SUS430J1L、SUS430、SUS443J1

　・外壁用防火シャッター（耐風圧強度　　　　　　　　　）　

　・防煙シャッター

引戸装置

性能

　・　

　※改修標準仕様書表5.9.1により、適用する戸の質量に応じたもの

・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

軽量シャッター 開閉機能による種類

　※手動式　・上部電動式（手動併用）

スラット

14

　材質　※JIS G 3312（塗装溶融亜鉛メッキ鋼板及び鋼帯）

めっき付着量　Z06 又は F06

めっき付着量　AZ90

耐風圧強度

　・　

<ガラス種類(厚さ)＋ガラス種類(厚さ)＋･･･>^9

<ガラス種類(厚さ)＋ガラス種類(厚さ)＋･･･>^9

　形状　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形

オーバーヘッドドア

ｾｸｼｮﾝ材料による区分 開閉方式による区分

・アルミニウムﾀｲﾌﾟ

※スチールﾀｲﾌﾟ

ガイドレールの材質

　※溶融亜鉛メッキ鋼板

　・ステンレス鋼板

　・　

　・スタンダード形

　・ローヘッド形

　・ハイリフト形

　・バーチカル形

・ファイバーグラスﾀｲﾌﾟ

　※バランス式

　・チェーン式

　・電　動　式

収納形式による区分

形式及び機構

ガラス

15

16

・型板ガラス　　品種　　・　　

　　　　　　　　厚さ(mm)　・2　　・4　　・6

・強化ガラス

・熱線吸収板ガラス

・複層ガラス

網又は線の形状及び板の表面の状態による種類

網入板ガラス

線入板ガラス

 網入磨き

 ガラス

 ガラス

 網入型板

 ・線入型板ガラス

 ・線入磨き板ガラス

 ・ひし網入型板ガラス

 ・角網入型板ガラス

 ・ひし網入磨き板ガラス

 ・6.8

 ・6.8

 ・6.8

 ・6.8

 ・6.8　　・10

 ・6.8　　・10

 ・角網入磨き板ガラス

形状

・平面

・曲面

 特性による種類

・Ⅰ類　・Ⅱ-2類

・Ⅱ-1類　・Ⅲ類

・Ⅰ類

 材料板ガラスの種類、厚さ

・合わせガラス

 ・型板強化ガラス

 ・フロート強化ガラス

 ・熱線反射強化ガラス  ・　

 ・Ⅰ類

 ・Ⅲ類

 特性による種類

 ※4　　・　

・熱線吸収フロート板ガラス

・熱線吸収磨き板ガラス

・熱線吸収網入磨き板ガラス

・熱線吸収線入磨き板ガラス

・熱線吸収網入型板ガラス

板ガラスの種類

 ・1種　 ・2種・　

・　

・　

※6.8

断熱性、日射熱遮へい性による種類^6 材料板ガラスの種類、厚さ

・断熱複層ガラス

・ 

 ・1種

 ・2種

 ・3種

 ・4種

 ・5種

・フロート板ガラス　　厚さ(㎜)　　・　　

厚さ(㎜)

合計厚(㎜)

 呼び厚(㎜)

厚さ(㎜)

耐風圧性能（JIS A 4715による強さ）

　・50　　・75　　・100　　・125
　　　　　　　　　　　　・　

 ・　5

・網入板ガラス及び線入板ガラス

　日射熱遮へい複層ガラス

<ガラス種類(厚さ)＋ガラス種類(厚さ)9

<ガラス種類(厚さ)＋ガラス種類(厚さ)9

<ガラス種類(厚さ)＋ガラス種類(厚さ)9

 厚さ(㎜)  性能による種類

 材料板ガラスの種類による名称

・熱線反射板ガラス

 映像調整

 ・6

 ・8

 ・10

 ・12

 ・行う

 ・行わない

 ・3種

 ・2種

 ・1種

・倍強度ガラス

 厚さ(㎜)材料板ガラスの種類

・フロート板ガラス

・磨き板ガラス

・熱線吸収フロート板ガラス

・熱線吸収磨き板ガラス

・平面強化ガラス

 日射熱遮へい性による区分

・倍強度ガラス

材料板ガラスの種類

 ・6　・8　・10　・12

 ・6　・8　・10　・12

・磨き板ガラス

・熱線吸収磨き板ガラス

・熱線反射ガラス

 ・6　・8　・10　・12

 ・6　・8　・10　・12

 ・6　・8　・10　・12

・熱線吸収フロート板ガラス

・フロート板ガラス

 厚さ(㎜)

鋼製

ステンレス製

建具の種類

アルミニウム製

 ガラス留め材

・ガスケット

・シーリング材(SR-1)引違い障子以外の部分に使用

・シーリング材(SR-1)　・　　

・シーリング材(SR-1)　・　　

　・　

17 ガラス留め材

　　　　・　

既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

　・　

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

　※既存のまま　　・　

　・　

既存床の撤去、

　　　　　下地補修

浮き、欠損部等による下地モルタルの撤去　　・行う

合成樹脂塗床材の撤去工法

　・機械的除去工法　・目荒し工法

改修後の床の清掃範囲　　・図示（図面番号　　　　　）　

３ 既存壁の撤去、

４ 木下地等

現場搬入時の含水率　※Ａ種　・Ｂ種

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

下地補修 　※改修標準仕様書4.4.9による　　・　

樹種　・改修標準仕様書6.5.2～6.5.6の規定による　・　

造作材の材面の品質の基準　※Ａ種　・Ｂ種

代用樹種を使用しない箇所　　※全ての部材　　・　

表面仕上げの程度　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

他の部位との

ガラスブロック

表面形状

・正方形

・80　　・95

・80　　・95　　・125

・200×200　・320×320

・250×125　・320×160

・125×125　・160×160

・長方形

壁用金属枠及び補強材　　・図示(図面番号　　　　　)　

・　

呼び寸法(㎜) 厚さ(㎜)

力骨

材質

※ステンレス鋼(SUS304)

・　

 形状

※はしご形状複筋及び単筋

・　

※径5.5

・　

 寸法(㎜)

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

　　　(強化ガラス及び倍強度ガラスを使用する場合を除く。)

　※標準仕様書表5.13.1による

シーリング材

伸縮調整目地

目地

平積み

曲面積み

 目地幅

・　

・　

　・図示(図面番号　　　　　　　)　　・　

金属製化粧カバーの材質、寸法及び形状

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　・　

　・図示（図面番号　　　　　　　）

　※被着体に応じたものとし、改修標準仕様表3.7.1を標準とする。

目地部の力骨の補強方法　　※ガラスブロック製造所の仕様による

※8㎜以上、15㎜以下

※改修標準仕様書5.13.5(b)(2)(ⅰ)②による

　位置　※改修標準仕様書5.13.5(b)(2)(ⅱ)による

　　　　・　

化粧目地モルタルの色

18 ガラスブロック積み

取合い等

　　　　　　　　　　　　　　　・　　

・　

１

　・壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　・壁面より両側1,000㎜程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

２

６
　
　
内 

装 

改 

修 

工 

事

５ ・構造用集成材

適用範囲

強度等級

品　　名

材面の品質

樹 種 名

接着性能

適用範囲

接着性能

樹種名

厚さ

集成材等

・構造用単板積層材

寸法

曲げ性能

・1種　※2種　・3種 ・1種　※2種　・3種

・造作用集成材

適用範囲

樹種名

※１等　・２等見付け材面の品質

・化粧ばり造作用集成材

適用範囲

心材の樹種名

化粧薄板

寸法

※｢集成材の日本農林規格｣・｢集成材の日本農林規格｣以外）

※｢集成材の日本農林規格｣・｢集成材の日本農林規格｣以外）

樹種名

厚さ

見付け材面の品質

※針葉樹の単一樹種　　・　

※1等　　・2等

寸法
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A-28

断熱材

塗厚(mm)　　・　20　・　30　・　40

品質　　・ノンフロンウレタン系

工法　　・現場発泡工法

表面仕上　・　吹き放し　　・　コテ押え

27

上塗り塗料の種別　・１級　・２級　・３級

８ つや有合成樹脂エマル

ションペイント塗り

(EP-G)

ペイント塗り(EP)

９ 合成樹脂エマルション

[6.5.2]

[6.5.2]

[6.5.2]

[6.5.2]

[6.5.2]

[6.6.2][表6.6.1]

[6.6.3]

[6.6.4]

[6.7.3][表6.7.1]

[6.7.3][表6.7.1]

[6.8.2][6.8.3]

[6.8.2]

[6.8.2]

[6.8.2]

[6.8.2]

[6.8.2]

[6.9.3][6.9.4][表6.9.1]

[6.9.3][6.9.4][表6.9.1]

[6.9.3]

[6.9.3]

[6.9.3][表6.9.2]

[6.9.4]

[6.10.3][表6.10.4]

[6.10.3][表6.10.5～7]

[6.11.2][6.11.1～6][表6.11.1][表6.11.3]

[6.11.3]

[6.11.5]

[6.12.2][表6.12.1]

[6.13.2][表6.13.1]

[6.13.2]

[6.13.3]

[6.13.3][表6.13.3]

[6.13.3][表6.13.5]

[6.14.2]

[6.15.3]

[6.15.6]

[6.14.3][表7.2.4][表7.2.5][表7.2.7]

[6.16.3]

[6.16.5][表6.16.4～6]

[6.2.2]

[6.5.3]

[6.9.3]

[6.11.5]

[6.14.2]

[6.8.2]

[6.11.4]

[6.13.2]

[6.14.4]

[6.17.2]

[6.17.3]

[6.16.3]

[7.1.3]

[7.2.1][表7.2.1～7]

[表7.2.4]

[7.2.6][表7.2.5]

[7.2.6][表7.2.6]

[表7.2.5]

[7.2.7][表7.2.7]

[7.2.5][表7.2.4]

[7.2.4][表7.2.3]

[7.2.3][表7.2.2]

[7.2.2][表7.2.1]

[7.3.2][表7.3.2]

[7.3.3][表7.3.3]

[7.3.3][表7.3.4]

[7.8.2][表7.8.1]

[7.8.3][表7.8.2]

[7.8.4][表7.8.3]

[7.7.2][表7.7.1]

[7.5.2][表7.5.1]

[7.4.2]

[7.4.3][表7.4.1]

[7.4.5][表7.4.3]

[7.4.4][表7.4.2]

[7.9.2][表7.9.1]

[7.9.2]

[7.9.3][表7.9.2]

[7.9.4][表7.9.3]

[7.9.5][表7.9.4]

[7.10.2][表7.10.1]

[7.10.2]

[7.11.2][表7.11.1]

[7.12.2][表7.12.1]

[7.13.2][表7.13.1]

[7.15.2][表7.15.1]

(5.2.1)(表5.2.1)

[8.1.3]

[8.2.5][表8.2.3]

[8.2.5]

(6.3.2)

(6.3.2)

(6.8.3)

(6.8.4)

(6.8.5)

[9.1.1]

[8.2.4]

[8.1.3][表8.1.1][8.5.1][8.5.2]

[8.12.2]

[8.12.5]

[8.12.5]

[8.12.6]

章 　項　　目 特　　　記　　　事　　　項

６
　
　
内 

装 

改 

修 

工 

事
６ 床張り用合板

等級

接着の程度 　　※１類　・２類

　　※２等　・　

　　※Ｃ－Ｄ　・　

接着の程度及び表面の品質

※Ｃ－Ｄ　・　

※１類　　・２類

板の厚さ(㎜)

・造作用単板積層材

適用範囲

心材の樹種名

化粧薄板

・化粧ばり構造用集成材

・防虫　・難燃 ・防虫　・難燃

※｢集成材の日本農林規格｣・｢集成材の日本農林規格｣以外）

※｢集成材の日本農林規格｣・｢集成材の日本農林規格｣以外）

広葉樹

針葉樹
板面の品質

        厚5.5

防腐処理

防蟻処理

　木材保存材の種類及び品質　　・　

・１級　　※２級

　・行う（適用範囲　　　　　　　）

防虫処理等

表面の品質

防虫処理

適用範囲

厚さ

樹種名

厚さ

※針葉樹の単一樹種　　・　

寸法

      　  厚15

表板の樹種名 ラワン合板

７

　屋外　・19型　※25型

軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類

８ 軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナーの種類

　※改修標準仕様書表6.7.1による　・　

　屋内　※19型　・25型

あと施工アンカーの引抜き試験（外部）　　・行う（方法　※図示）

あと施工アンカーの引抜き試験（内部）　　・行う

　・図示（図面番号　　　　）・　300以下

屋外の野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔

　・図示（図面番号　　　　）　・900以下

屋外の野縁の間隔

　・図示（図面番号　　　　）

スタッドの高さが５ｍを超える場合

種類の記号 厚さ(㎜)

・　

※無地

色　柄 工　法

　・突付け

　・熱溶接・　

※ＦＳ ※2.0

・2.5　

９ ビニル床シート

種　類

・　　

品質・規格厚さ（㎜）

※2.0

・3.0

ビニル床タイル10

種　類

・帯電防止床シート

・帯電防止床タイル

厚さ(㎜)

・　

性　能

・体積抵抗値＜ 　　＞Ω以下

・防滑性床シート

帯電防止床シート、11

床タイル、

防滑性床シート

種　類 形　状12 視覚障害者用

　　　　　床タイル

厚さ(㎜)材　種

・軟質　・硬質

高さ（㎜）

※60　・　 　・　

13 ビニル幅木

種　類 厚さ(㎜)14 ゴム床タイル

タフデットカーペット

パイル形状

・A種

・B種

・C種

 帯電性 パイル形状

・ウィルトン

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽ

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

 品質の程度

品質の程度ﾊﾟｲﾙ長(㎜)

※全面接着工法

・グリッパー工法

帯電性 工　法

　(品質の程度は参考商品である)

 ・カットパイル

 ・ループパイル

 ・カット、ループ併用

 ・適用する

15 カーペット敷き 織じゅうたん

種別  織り方

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ ・ 7 ・適用する ・ BCF N100

品　質

グリッパー工法に使用する下地敷き材

厚さ(㎜)

※８※JIS L 3204の２種２号

　(品質の程度は参考商品である)

取付用付属品

ニードルパンチカーペット

厚さ(㎜) 帯電性

・適用する

　見　切　り（材質<　　　　> 種類<　　　　> 形状<　　　　>

　押さえ金物（材質<　　　　> 種類<　　　　> 形状<　　　　>

品質の程度

タイルカーペット

平　　場

階段部分

タイルカーペットの敷き方

種別  パイル形状

 ・カットパイル

 ※ループパイル

※第一種

・第二種

 ※ﾄﾘﾌﾟﾙﾌﾚｯｼｭ加工品

　※市松敷き　・模様流し　・　

　・市松模様　※模様流し　・　

 ※500×500  ※6.5

 品質の程度

 ※静電気防止品

 ※防炎品

 ・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

　(品質の程度は参考商品である)

 寸法(㎜)  総厚さ(㎜)

　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

弾性ウレタン塗り床 仕上げの種類16

エポキシ樹脂塗り床 仕上げの種類17

　・樹脂モルタル仕上げ　

　・薄膜流し展べ仕上げ　・厚膜流し展べ仕上げ

フローリングの種別18

単層フローリング

複合フローリング

・複層1種フローリング

・複層2種フローリング

・複層3種フローリング

 樹種

※なら

 樹種

※なら

・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗りの上ﾜｯｸｽ

・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗りの上ﾜｯｸｽ

工法　　・モルタル埋込み工法　　・接着工法

 塗装

 板幅　75

 板長さ500以上

※15

 種別  防湿処理  塗装

・行う

・B種

・A種

15

※ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

・生地のままﾜｯｸｽ塗り※C種

 厚さ(㎜)  大きさ(㎜)

接着工法の場合のフローリング裏面の緩衝材　※合成樹脂発泡シート

　・釘留め工法（・根太張り工法　・直張り工法）

・フローリングボード

・フローリングブロック

・モザイクパーケット

・桧

・ブナ

※303×303

※303×303

※ブナ ・ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

・生地のままﾜｯｸｽ塗り

・塗装仕上品

・10

フローリング張り

 ・9.5 ・12.5　・15.0

20 せっこうボード、

その他のボード及び

　　　　　合板張り

畳敷き 種別19

種　　　類名称

ロック
ウール
吸音板

吸音板

グラス
ウール

せっこうボード、その他のボード類

 ・9.5 ・12.5 

 ・9.5 ・12.5 

　・A種　・B種　・C種　・D種（・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N）

・せっこうボード(GB-R)

・シージングせっこうボード(GB-S)

・強化せっこうボードGB-F)

・せっこうラスボード(GB-L)

・化粧せっこうボード(GB-D)

・不燃積層せっこうボード(GB-NC)

・ロックウール吸音フェルト(RW-F)

・ロックウール吸音ボード(RW-B)

・ロックウール吸音ブランケット(RW-BL)

・グラスウール吸音フェルト(GW-F)

・グラスウール吸音ボード(GW-B)

厚さ(mm)

 ・9.5

・吸音用あなあきハードファイバーボード(HB-P)

・吸音用あなあきせっこうボード(GB-P)

・吸音用木毛セメント板(WWCB)

・吸音用インシュレーションファイバーボード(IB)

・ロックウール化粧吸音板(DR)

吸
　
音
　
材
　
料

せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
製
品

 ・ 9 ・12(溝付)

・塗装(DC)

・普通木毛セメント板(NW)

・硬質木毛セメント板(HW)

・プラスチックオーバーレイ(DO)

・化粧パーティクルボード単板オーバーレイ(DV)

・単板張りパーティクルボード研磨板(VS)

・素地パーティクルボード研磨板(RS)パ
ー
テ
ィ
ク
ル

ボ
ー
ド

・0.8けい酸カルシウム板(0.8FK)

・1.0けい酸カルシウム板(1.0FK)  ・6.0

 ・5.0

木毛

繊維強化

セメント板

セメント板

・普通木片セメント板(NF)

・硬質木片セメント板(HF)木片

セメント板

・火山性ガラス質複層板(VSボード)

・押入収納内装材

・内装仕上げ材

・天井仕上げ材

・素板

・シージングボード

・タタミボード

・内装用化粧ハードボード

素地

繊
　
　
維
　
　
板

(HB)

ハ
ー
ド

ボ
ー
ド

(IB)

イ
ン
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド

Ａ
級
イ
ン
シ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド

ハードボード ・テンパードボード

・スタンダードボード

・ミディアムデンシティファイバーボード(MDF)

・その他　　フレキシブルボード ・　4　　

 処理

・　　

 板面の品質

　化粧合板

・特殊加工

　化粧合板

・天然木

種類

・普通合板

種類名称

　種類

合板類の張付け

遮音シール材　

 厚さ(㎜)

 厚さ(㎜)

　・ｱｸﾘﾙ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　　　・ｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ　　・ｼﾞｮｲﾝﾄｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ

・塗装

・ﾌﾟﾘﾝﾄ

・防虫

・難燃

 処理

・難燃

・防虫

 処理

・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

 厚さ(mm)

 表面性能

せっこうボードの目地工法の種類

　種別　　・A種　※B種

下地　　・軽量鉄骨下地　　・木造下地　　・　

合
　
　
　
　
板

・　4　　・ 5.5

 表板の樹種名

・難燃

・防虫

・ﾗﾜﾝ程度 ・　

・しな程度

・なら

 化粧加工の方法

 化粧板の樹種名

・　4　　

　・目透し工法　　・突付け工法　　・継目処理工法

壁紙張り21 防火性能の等級

・１級　・２級　・　

・１級　・２級　・　

品質の程度施工箇所

　せっこうボード面　　　　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種
モルタル塗り22

床の目地　　・設ける　　　　　　　　

目地工法　　※押し目地（室内は縦横1.8ｍ程度、

廊下は3.6ｍ程度の割付け間隔とする）

既製目地材　　・適用する（形状　　　　　　　　　）

下地調整

品質の程度は、参考商品名である。

　モルタル、プラスター面　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

　コンクリート面　　　　　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

タイル張り タイルの種類

色 耐凍
害性

あり特注あり

役物上薬
源化
最資

ﾀｲﾙ
 用途 形状･寸法(㎜)  品質の程度 施工箇所

23

施釉

　品質の程度は、参考商品名である。

　見本焼き　・行う

　試験張り　・行う

壁タイル張りの工法

　工法　　・改良積上げ張り

　　　　　・壁タイル接着剤張り

24 セルフレベリング材

塗り

品質　　・せっこう系　　・セメント系

塗厚(mm)　　・　

26

清掃

接着剤

25 改修後の床の清掃範囲

接着材に含まれる可塑剤は難揮発性のものとする

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤

のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散料

※床、壁、天井範囲とし、詳細は監督職員との協議による。

　※規制対象外　・第三種

７
　
　
塗 

装 

改 

修 

工 

事

３

１ 防火材料

・次の箇所を除き防火材料とする（　　　　　　　　　　　　　）

２ 下地調整 既存塗膜の除去範囲（塗替えでＲＢ種の場合）

　※塗替え面積の30％とする　・図示

下地調整の種別

　木部

　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

　鉄鋼面

　亜鉛メッキ鋼面

　モルタル面、プラスター面

　　ひび割れ部の補修　　・行う

　コンクリート面、ＡＬＣパネル面（DP以外の場合）

　コンクリート面、押出成形セメント板面

　　ひび割れ部の補修　　・行う

　せっこうボード面、その他ボード面

　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

　　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

　　ひび割れ部の補修　　・行う

錆止め塗料塗り

・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種塗替え部

鉄鋼面錆止め塗料塗り

適用箇所 種　　別

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

亜鉛メッキ鋼面錆止め塗料の種別（EP-G以外の場合）

　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

見え掛り部分

見え隠れ部分
新規

適用箇所 種　　別

・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種塗替え部

上記以外 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種鋼製建具等

亜鉛メッキ鋼面錆止め塗料塗り

耐候性塗料塗り（DP) 鉄鋼面耐候性塗料塗りの種別（新規を除く）

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

亜鉛メッキ鋼面耐候性塗料塗りの種別（新規を除く）

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

コンクリート面及び押出成形セメント板面耐候性塗料塗りの種別

６

形塗料塗り（NAD)

ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散 種別

　・Ａ種　※Ｂ種

５５ ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗り（CL) 種別　　・Ａ種　※Ｂ種

４ 合成樹脂調合

　　　ペイント(SOP)

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

鉄鋼面合成樹脂調合ペイント塗りの種別

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

塗料の種別　　※１種　・２種

木部の合成樹脂調合ペイント塗り

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

塗替えの場合

新規の場合

亜鉛メッキ鋼面合成樹脂調合ペイント塗りの種別

鋼製建具の塗替えの場合

（多孔質広葉樹を除く）

　外部

　内部

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種上記以外

７

しみ止め（塗替えの場合）

つや有合成樹脂エマルションペイント塗りの種別

コンクリート、モルタル、プラスター、せっこうボード、その他ボード面の

　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

屋内の木部つや有合成樹脂エマルションペイント塗りの種別

　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

屋内の鉄鋼面のつや有合成樹脂エマルションペイント塗りの種別

屋内の亜鉛メッキ鋼面のつや有合成樹脂エマルションペイント塗りの種別

新規（多孔質広葉樹を除く） 　※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

　※改修標準仕様書7.9.2.(b)による　・　

塗替え

　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

しみ止め（塗替えの場合）

種別　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

　※改修標準仕様書7.10.2.(b)による　・　

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

模様塗料塗り(EP-T)

10 種別　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種（塗替えで下地調整ＲＢ種、ＲＣ種を除く）

ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り 種別　　・Ａ種　※Ｂ種11 　　　　　　　(UC)

ﾗｯｶｰｴﾅﾒﾙ塗り12 種別　　・Ａ種　※Ｂ種(LE)

13 木材保護塗料塗り 種別　　・Ａ種　※Ｂ種

８
　
　
そ
　

の
　
他

(22.2.2)(22.2.3)

(22.3.2)(表22.3.1)
路盤の厚さ　※150　路盤の種類　※再生クラッシャラン

(22.4.1～22.4.6)
舗装の種類　※　アスファルト舗装　・

加熱アスファルト混合物等の種類　※密粒度アスファルト混合物

１ 舗装工事

鉄筋工事２

路床　※既設路床締固め

(5.3.4)

D19,D22,D25・ガス圧接　　・重ね継手

径(㎜)

　※SD345

　・SD390

部位

柱，梁の主筋

その他

接合方法

主筋及び耐力壁が重ね継手の場合の継手長さ

・重ね継手　・フレア溶接

　※標準仕様書5.3.4(c)(1)による　　・　　

・JIS　G　3112 　・SR235

　種別

　・SR295

　※SD295A

　呼び径

　・SD295B

　規格

鉄筋の継手

　適用範囲

・普通コンクリート

2設計基準強度Fc(Ｎ/㎜ )　スランプS

セメントの種類　　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種　　・

骨材　※砂利及び砂 アルカリシリカ反応性による区分　※A　　　・B

混和材料の種類　　　※AE剤、AE減水剤又は高性能AE減水剤

塩化物イオン　0.30kg/m3以下

型枠の加工及び組立　※標準仕様書による。

型枠の残置機関及び取外し　※標準仕様書による。

型枠　　※普通型枠　　　厚さ　※12mm

温度補正　　※奈良県生コンクリート協会補正値による。

３ コンクリート工事

施工調査（アスベスト含有建材の有無）　　　※行う

分析方法

　目視及び設計図書等により製品名、製造所名、製造年等を確認し、調査結果を

　取りまとめ監督職員に提出する。

　※「建材中の石綿含有率の分析方法」（平成18年8月21日基発第0821002号、

　・JIS A1481「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による

　　基安化発第0821001号及び平成20年2月6日基安化発第0206003号）による。

※アスベスト含有建材の分析調査　（ガラス留めシール材）

施工調査等４

分析結果報告書の提出

５ あと施工アンカー

　種　類 本体径及び埋込み深さ等セット方式

　・金属拡張アンカー  ※スリーブ打込み式

※金属系アンカー

・D10　＠250　・D13　＠200

・D19　・D22　・D25

・D29　・D32

・D10　・D13　・D16

　土間ｺﾝｸﾘｰﾄ・捨てｺﾝｸﾘｰﾄ・　Fc=１８　　S=１５

レディーミクストコンクリートの類別　　※Ⅰ類　・Ⅱ類

　基礎・　Fc=２７　　S=１５

　※M10　埋込長さ40mm(室内機)

　※M12　埋込長さ50mm(室外機)

　種　類 カプセルの種類

　・ポリエステル系

　・エポキシ系

　※カプセル型　 ※有機系

回転・打撃式

アンカー筋の種類及び径等

　・　　　※エポキシアクリレート系

※施工場所　※キュービクル基礎

　※M16　SUS304　埋込長さ110mm

　方法　　※鉄筋探知器（金属探知器）により探査し、鉄筋、配管類と干渉しない位置に

　　　　　　墨出しを行う

※　接着系アンカー

※　穿孔前の埋込み配管等の探査

　※実施する　　・実施しない

　　試験方法及び試験数　　　　　※改修標準仕様書による　

※　あと施工アンカーの施工後の確認試験

※　不合格あと施工アンカーの再施工 　※改修標準仕様書による

アルミパネル工事 アルミ樹脂積層複合板　両面ポリエステル系樹脂焼付　不燃材料

積水樹脂　プラメタルFR302　ｔ3.0　同等品

６

７ フェンス工事 朝日フェンス　UN50同等品

※施工場所　※室内機吊ボルト部　※室外機　※室外機基礎

　※D13　埋込長さ50mm(室外機基礎)

　・　　

　・　　

(22.2.2)(22.2.3)
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承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日
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天理市立山の辺小学校

天理市立丹波市小学校・前栽小学校・山の辺小学校空調設備新設工事
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　　等にて区画すること。なお、資材置場については、フェンスバリケードにて囲いをすること。

　※工事ヤードについては、原則図示範囲内に於いて最小限とし、そのエリアをカラーコーン

特記事項

　※仮囲い、交通誘導員、現場事務所、資材置き場等の設置位置については、

　　その指示に従うこと。

　　原則工事ヤード内に設ける事とし、範囲等については市監督員、学校と打合せ協議を行い、

　　その際の安全対策について事前に市監督員、学校と協議を行い安全対策に万全を期すること。

　※工事車両進入時間帯は、生徒の登下校時間と重ならないようにすること。

　　又、その際の安全対策について事前に市監督員、学校と協議を行い安全対策に万全を期す

　　ること。

　　万一、損傷、汚損等が生じた場合については、請負業者の負担にて現状復旧すること。

　※工事車両の学校敷地内通行は、交通誘導員の先導のもと最徐行運転とする。

　※工事車両通行箇所については、現状調査の上記録を残し、養生等を行い、既設施設損傷の

　　ないよう施工すること。

　※敷地内の工事影響範囲内の土部分は、竣工時に整地を行い、現状復旧とすること。

　　区切り、安全対策を行うこと。(屋外・屋内共)

　※フェンスバリケードによる仮囲い範囲外で工事や搬出入を行う場合、カラーコーン等で

　※7/30・7/31・38/1・8/2　児童がプールに通うため安全対策に万全を期すること。

　　(南西門よりエアコンのある居室で着替え、プールへ)

　※8/19　敷地内地元清掃のため工事中止とする。

　　行い、安全対策に万全を期すること。

　※工事期間中施設開放を行うため、車両ルート、搬出入について市監督員、学校と詳細協議を

　※7/23～7/27　児童がプールを使用するため安全対策に万全を期すること。(南西門よりプールへ)
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仮設計画　凡例

工事ヤード範囲を示す

工事関係者出入り口

工事用看板設置位置●

▼

工事車両進入路を示す

別途工事車両進入路を示す

目隠しシート付フェンスバリケードH1800による仮囲いを示す

カラーコーン・バ－による仮囲いを示す

76.00

75.24

交通誘導員配置位置を示す　常駐：延12名　スポット：延10名Ｇ
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Ｇ
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3階平面図　部分詳細図3
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村

Ａ２　１：５００

木　　村　　宜　　央

承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．配置図

１級建築士登録番号　第149652号

本　社  〒630-8113  奈良市法蓮町428-1　ルミエール　新大宮301

TEL 0742－34－8088

営業所　天理 ・ 郡山

(豊)

１級建築士事務所登録2013( へ )第1039号

 FAX 0742－34－2040
中
辻

林
田

天理市立丹波市小学校・前栽小学校・山の辺小学校空調設備新設工事

消火器（ＡＢＣ１０型）

収納箱共



１
PAC

１
PAC

アルミパネル（建築工事）貫通

アルミパネル（建築工事）貫通

１
PAC

１
PAC

１
PAC

（２階普通教室・特）

（２階児童会室）

（２階普通教室・特） （２階普通教室）

１
PAC

１
PAC

（３階普通教室）

１
PAC

１
PAC

（２階普通教室） （３階普通教室）

記  号 電  源 冷房能力 暖房能力
消費電力

冷房 暖房

圧縮機出力 送風機出力 数 量設　置　場　所

空 調 機 器 表　

ＰＡＣ－ １ １２．５ ｋｗ １４．０ ｋｗ １階 普通教室、生活科教室　３φ２００Ｖ ４．２２  ｋｗ ３．７８  ｋｗ ２．４１  ｋｗ 内：

外：

１５０  Ｗ

２１１  Ｗ ２階 普通教室

合　計

３階 普通教室

※　各配管はブレースを迂回して配管する事。

※　ドレン排水１階は出来る限り最寄りの雨水桝、

　　側溝へ放流のこと。（雨水桝、側溝が遠い場合は

　　その限りではなく、そのまま放流でも良い。）

※　配管支持金具は 1,500間隔 にて取付の事。

※　付属品：ワイヤードリモコン、転倒防止処置、室外機用コンクリート製据付架台（防振ゴム共）、他付属品一式。

※　アルミパネルは建築工事。

※　１階設置の室外機には防護網を取付の事。

※　室内機設置により天井下地材を切断する箇所は補強を行うこと。

※　電気容量は参考とする。

※　天吊り機器の金物はダブルナット締めとする。また振止め防止措置を講ずること。

※　室内機とリモコンの渡り配線・配管工事は本工事とする。

※　室内機と室外機の渡り配線・配管は本工事とし、仕様は EM-CEE1.25sq-2C とする。 

※　天井吊空調室内機施工に伴い、あと施工アンカーの引抜き試験を行うこと。

凡　例

Ｒ ワイヤードリモコン

１階天井配管

１階腰壁配管
１階天井配管

天理市立丹波市小学校・前栽小学校・山の辺小学校空調設備新設工事

山の辺小学校

工事範囲を示す。

１級建築士登録番号　第149652号

本　社  〒630-8113  奈良市法蓮町428-1　ルミエール　新大宮301

TEL 0742－34－8088

営業所　天理 ・ 郡山

(豊)

１級建築士事務所登録2013( へ )第1039号

 FAX 0742－34－2040
木
村

Ａ２　１：２００

木　　村　　宜　　央

承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．１階平面図・機器表

中
辻

林
田

空冷ヒートポンプパッケージエアコン

天井吊形、Ｐ１４０形（５馬力相当）

冷媒種（Ｒ３２）

名    称　・　仕　様

空冷ヒートポンプパッケージエアコン

天井吊形、Ｐ１４０形（５馬力相当）

冷媒種（Ｒ３２）

D 25A, R 9.5φ×15.9φ D 25A, R 9.5φ×15.9φ

D

 R
 

 D
 

D

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

D D

D

 R
 

 D
 

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

D

 D
 

D 25A

　２

　７

　１３

　４

 R
 

 D
 

Ｍ - 17

断熱材被服銅管（冷媒用）（図中左から液管、ガス管）

硬質ポリ塩化ビニール管（ＶＰ）

リモコン配線、EM-CEE1.25sq-2C (MM-A)

※　天井内ケーブルはコロガシ配管とする。

※　壁立下げ部は金属モールにて保護のこと。

R

D

Ｒ Ｒ

※　室外機室内機間の制御線及び電源ケーブル（電気設備

　　支給品）は冷媒管共巻とする。

 D
 

 R
 

 D
 

 R
 

 D 25A, R 9.5φ×15.9φ  D 25A, R 9.5φ×15.9φ

 R
 

 D
 

 R
 

 D
 

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

R

 D
 

D 25A

R

D
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営業所　天理 ・ 郡山

(豊)

１級建築士事務所登録2013( へ )第1039号

 FAX 0742－34－2040
木
村

Ａ２　１：２００

木　　村　　宜　　央

承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．２階平面図

中
辻

林
田

１
PAC

アルミパネル（建築工事）貫通

アルミパネル（建築工事）貫通

アルミパネル（建築工事）貫通

ブラケットにて固定設置

１
PAC

１
PAC

１
PAC

アルミパネル（建築工事）貫通

×４ヶ所

ブラケットにて固定設置

１
PAC

１
PAC

１
PAC

※　各配管はブレースを迂回して配管する事。

３階からのドレン管と接続

※　配管支持金具は 1,500間隔 にて取付の事。

凡　例

Ｒ ワイヤードリモコン

（３階普通教室）

１
PAC

ドレン排水は庇下にて立下げ

2階腰壁配管

天理市立丹波市小学校・前栽小学校・山の辺小学校空調設備新設工事

山の辺小学校

 R
 

 D
 

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

 R
 

 D
 

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

 R
 

 D
 

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

 R
 

 D
 

 R
 

 D
 

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

 R
 

 D
 

R 9.5φ×15.9φ, D 25A R 9.5φ×15.9φ, D 25AR 9.5φ×15.9φ, D 25A

D 25A, R 9.5φ×15.9φ
D 25A, R 9.5φ×15.9φ

D 25A, R 9.5φ×15.9φ D 25A, R 9.5φ×15.9φ D 25A, R 9.5φ×15.9φ  R 9.5φ×15.9φ, D 25A

D 25A

Ｍ - 18

 D
 

D 25A

Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

Ｒ Ｒ Ｒ

断熱材被服銅管（冷媒用）（図中左から液管、ガス管）

硬質ポリ塩化ビニール管（ＶＰ）

リモコン配線、EM-CEE1.25sq-2C (MM-A)

※　天井内ケーブルはコロガシ配管とする。

※　壁立下げ部は金属モールにて保護のこと。

R

D

※　室外機室内機間の制御線及び電源ケーブル（電気設備

　　支給品）は冷媒管共巻とする。
 D
 

 R
 

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

D 25A, R 9.5φ×15.9φ

 D
 

 R
 

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

 R
 

 D
 

 D
 

 R
 

 D
 

D 25A

 R
 

 D
 

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

 R
 

 D
 

R
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(豊)

１級建築士事務所登録2013( へ )第1039号

 FAX 0742－34－2040
木
村

Ａ２　１：２００

木　　村　　宜　　央

承　認 照　合 製　図 縮尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．３階平面図

中
辻

林
田

アルミパネル（建築工事）貫通

１
PAC

１
PAC

１
PAC

１
PAC

×４ヶ所

※　配管支持金具は 1,500間隔 にて取付の事。

凡　例

Ｒ ワイヤードリモコン

※　各配管はブレースを迂回して配管する事。

２階天井配管

天理市立丹波市小学校・前栽小学校・山の辺小学校空調設備新設工事

山の辺小学校

工事範囲を示す。

 R
 

 D
 

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

 R
 

 D
 

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

 R
 

 D
 

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

 R
 

 D
 

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

R 9.5φ×15.9φ, D 25A

Ｍ - 19

断熱材被服銅管（冷媒用）（図中左から液管、ガス管）

硬質ポリ塩化ビニール管（ＶＰ）

リモコン配線、EM-CEE1.25sq-2C (MM-A)

R

D

※　天井内ケーブルはコロガシ配管とする。

※　壁立下げ部は金属モールにて保護のこと。

※　室外機室内機間の制御線及び電源ケーブル（電気設備

　　支給品）は冷媒管共巻とする。

Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ


